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研究成果の概要（和文）： 
本申請研究は、古代都城の中枢に位置する大極殿とそこで行われる儀式の変遷を、成立から終焉
までを対象に考察することを目的としている。その成果は、既刊『大極殿関係史料（稿）』の続
編の史料収集、平城宮跡第一次大極殿院地区から出土した木簡を集成した正報告書などの史料集
としてまとめたほか、古代都城儀式の史料と発掘遺構の検討を行い、平城宮第一次大極殿院の成
立と変遷過程、平城宮中枢部分の機能と呼称などについて、明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to examine historical transitions of rituals performed at 
Imperial Audience Hall (Daigokuden) in ancient imperial palace, from its emergence to 
collapse, as well as the change of the Imperial Audience Hall itself. In this study we 
examined historical materials related to the rituals performed in ancient imperial palace 
and unearthed archaeological features and remains. We clarified the process of formation 
and change of the Former Imperial Audience Hall Compound of the Nara Palace and the 
functions and names of several precincts in the central part of the Nara Palace. The result 
is published in the sequel of the “Historical Materials Related to Imperial Audience 
Hall” and the official report of the unearthed wooden writing tablets (mokkan) recovered 
from the Former Imperial Audience Hall Compound, Nara Palace Site. 
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１．研究開始当初の背景 

 2010 年、平城遷都 1300 年を迎えた奈良で

は、平城宮第一次大極殿が竣工した。この間、

復原研究と施設の活用を目的とした研究が行

われており、研究代表者は、大極殿・朝堂院

にかかわる文献史料の収集とその儀式次第の

検討を担当し、その成果は、奈良文化財研究

所『大極殿関係史料（稿）（一）儀式書編』（2003

年）『同（二）編年史料』（2005 年）の史料集

のほか、「御斎会とその舗設」（『奈良文化財研

究所紀要 2004』2004 年）として公表している。

上記の史料集は、平安時代の儀式書のうち主

要な大極殿儀式の次第を読み下し文で掲げ、

儀式の理解に資すること、７世紀初頭の小墾

田宮から元慶年間に焼失する平安宮の最初の

大極殿までの関連史料を網羅的に収集し、そ

の歴史的な変遷を概観することを目的として

作成した基本史料である。 

 ところが、古代儀式の関連史料は限られて

おり、その解明は、充分に史料批判を尽くし

た上で、平安時代史料から遡及的に検討する

ことが必須である。そこで、治承年間に平安

宮大極殿が三度焼失するまでの豊富な史料を

網羅的に収集し、そこから古代儀式を復原的

に検討することが必要と考えた。 

 

２．研究の目的 

本申請研究は、古代都城の中枢に位置する

大極殿・八省院とそこで行われる儀式の変遷

を、成立から終焉までを対象に考察すること

を目的とするものである。具体的な課題は、

第１は、奈良時代の大極殿院関係史料の整理

と検討であるが、とりわけ文献史料と発掘調

査成果による遺構の検討により奈良時代の宮

中枢部の様相を明らかにすること。第２は、

この地域から出土した木簡の正報告を刊行し、

史料の公開に努めること。第３は、平安時代

末にいたる大極殿関係史料の網羅的収集を進

め、既刊の史料集（稿）の続編を編集するこ

と。以上の３点である。 

 

２．研究の方法 

 申請研究は、下記のように進めた。 

(1)古代宮都の中枢部で行われる儀式の研究。

奈良時代の儀式は史料に乏しいため、儀式書、

儀式次第を記した部類記など平安時代の史料

を活用するとともに、考古学的成果を取り入

れ、発掘調査遺構の解釈を整合的に行うこと

とした。 

(2)大極殿関係史料は、既刊の史料集と同じ基

準で関連史料の網羅的収集に努めたが、次の

２点につき方針の変更を行った。１つは、儀

式書編で割愛した大嘗祭の関連史料を採録対

象としたこと、もう１つは、９世紀以降に内

裏儀となる儀式の関連史料は採録しなかった

こと、である。 

 

４．研究成果 

研究成果は以下のとおりである。 

(1)古代都城儀式にかかわる文献史料と発掘

調査の検出遺構・出土遺物の検討を行った。 

①平城宮第一次大極殿院の成立と変遷過程



を明らかにした（図書①）。 

②大極殿院に南接する朝堂院で行われる大

嘗祭について、平城宮で検出した６時期の

大嘗宮遺構の検討から、廻立殿の定着が平

安時代以降に降る可能性が高いことを指摘

するとともに、平城宮中枢部の機能と宮の

呼称、とくに中宮院の比定地を明らかにし

た（雑誌論文②）。 

(2)平城宮跡第一次大極殿院地区・中央区朝堂

院地区から出土した木簡約 5000 点のうち、釈

読可能な木簡 1617 点を集成した正報告書『平

城宮木簡七』を奈良文化財研究所史料第 85 冊

として刊行し、その編集を担当した（図書①）。

とくに木簡の樹種の細胞学的な観点からの樹

種同定を試み、都城の木簡もヒノキ、スギ以

外の多様な樹種に及ぶことを示した（図書①、

雑誌論文①）。平城宮跡出土木簡の細胞学的

観点からの樹種同定は初めてのことで、今後

の資料の蓄積により、多様な樹種利用の様を

明らかにできると予想される。 

(3)大極殿・朝堂院（八省院）に関係する史料

収集を継続した。研究期間内に、ほぼ平安時

代末までの史料の総めくりによる史料収集を

終えた。該当史料はカード化して整理すると

ともに、時代の古い史料からテキスト入力を

行った。研究計画段階では、良質の写本によ

る本文校訂を行うことを予定していたが、膨

大な史料の収集に思いのほか時間を要したた

め、研究期間内の本文校訂作業は断念し、も

っとも信頼のおける刊本からの収集にとどめ

ることとした。このうち、平安宮第２次大極

殿が完成した元慶３年（879）10 月から最後

の朝賀が行われる正暦４年（993）正月までの

史料は、既刊『大極殿関係史料（稿）』（現

在２冊刊行）の続編となる３冊目の史料集と

して刊行予定で、研究期間内にＡ４判 250 頁

分の草稿を作成した。今後、11 世紀以降の史

料の入力を鋭意進めるとともに、採録した史

料の原本、ないし良質の古写本等による本文

校正を行い、より完成度の高い史料集を作成

するための作業を継続する予定である。 

本申請研究では、平城宮中枢部の変遷とそ

の歴史的意義を明確にするとともに、出土木

簡、文献史料の網羅的収集からなる古代都城

中枢部の基礎資料を作成した。平城遷都 1300

年にあたり、復原工事が終了した平城宮第一

次大極殿と大極殿院の活用方法があらためて

課題となっている現在において、その成果は、

古代史研究のみならず史跡の活用方法の検討

にも資することとなろう。 
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